
17 18

美
術
工
芸
資
料
館
収
蔵
品
紹
介

｜40
KITnew

s Vol.48

KITnew
s Vol.48

美
術
工
芸
資
料
館
収
蔵
品
紹
介

｜40
美
術
工
芸
資
料
館
で
は
、
2
0
1
8
年
6
月
25
日
か
ら
8
月
11
日
ま
で
、「
記
録

さ
れ
た
日
本
美
術
史

－

相
見
香
雨
・
田
中
一
松
・
土
居
次
義
の
調
査
ノ
ー
ト
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
、日
本
美
術

史
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
三
人
の
研
究
者
の
調
査
ノ
ー
ト
を
展
示
す
る
企
画
で
す
。

京
都
工
芸
繊
維
大
学
で
は
、
本
学
名
誉
教
授
土
居
次
義
先
生
の
調
査
ノ
ー
ト
お
よ
び

写
真
類
、
蔵
書
を
御
遺
族
か
ら
2
0
0
9
年
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
居

先
生
は
、「
モ
レ
リ
法
」
と
呼
ば
れ
る
西
洋
美
術
研
究
の
手
法
を
日
本
美
術
史
に
も

用
い
て
、
体
系
的
な
日
本
美
術
史
研
究
への
道
を
開
き
ま
し
た
。
モ
レ
リ
法
と
は
、絵

画
表
現
の
な
か
の
比
較
的
重
要
で
な
い
細
部
の
表
現
に
画
家
の
癖
が
あ
ら
わ
れ
る
と

す
る
鑑
定
法
で
す
。
こ
の
モ
レ
リ
法
を
活
用
し
た
土
居
先
生
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、

桃
山
時
代
の
画
家
で
あ
る
狩
野
山
楽
と
狩
野
山
雪
の
詳
細
な
作
品
分
析
に
も
と
づい

た
、京
都
の
寺
院
襖
絵
の
筆
者
確
定
が
あ
り
ま
す
。不
正
確
な
寺
伝
の
修
正
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
軋
轢
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、土
居
先
生
の
継
続
的
な
研
究
に
よ
り
、
京
都

の
襖
絵
に
は
じ
め
て
客
観
的
な
光
が
あ
たっ
た
と
言
え
ま
す
。土
居
先
生
の
調
査
ノ
ー

ト
は
、
2
0
1
3
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
狩
野
山
楽
・
山

雪
」
展
に
出
品
さ
れ
て
、
多
く
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、ノ
ー
ト

に
記
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
し
て
、い
く
つ
か
の
知
見
が
明
ら
か
に
なって
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
は
、大
阪
大
学
の
文
化
庁
助
成
事
業
と
連
携
し
て「
土
居
次
義 

記
憶
と

絵
画
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
展
示
は
、急
遽
決
まった
た
め
に
正
月
明
け
の
5
日

間
し
か
会
期
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、研
究
者
を
中
心
に
、見
た
かっ
た
け
ど
見
に
行

け
な
かった
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、同
様
の
調
査
ノ
ー
ト
の
調
査
も
徐

々
に
進
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、三
人
の
先
学
の
調
査
ノ
ー
ト
を一同
に
会
す
る
展
示
が
で

き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
回
は
東
京
で
も
展
示
を
し
た

い
と
考
え
、実
践
女
子
大
学
の
仲
町
啓
子
先
生
に
ご
相
談
し
て
、実
践
女
子
大
学
香

雪
記
念
資
料
館
で
も
開
催
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。調
査・研
究
の
た
め
に
出

光
財
団
か
ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、そ
れ
に
よ
り
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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土
居
次
義

展
覧
会
の
紹
介
を
兼
ね
て
、三
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

相
見
香
雨（
1
8
7
4-

1
9
7
0
）は
、
島
根
県
松
江
市
出
身
、
本
名
繁
一。
新
聞

編
集
者
を
経
て
1
9
0
8
年
よ
り
、
美
術
図
書
の
出
版
で
知
ら
れ
る
審
美
書
院
に

勤
務
し
て
美
術
書
編
纂
に
従
事
し
ま
す
。
在
野
の
立
場
で
優
れ
た
実
証
的
研
究
を

続
け
、78
歳
で
文
化
財
保
護
委
員
に
就
任
し
ま
す
。
今
回
、一部
を
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
た「
相
見
香
雨
自
筆
調
査
録
」（
九
州
大
学
文
学
部
図
書
館
）は
、相
見
香
雨

が
35
歳
か
ら
92
歳
ま
で
書
き
継
い
だ
調
査
記
録
お
よ
び
日
記
で
、1
9
8
4
年
、九
州

大
学
文
学
部
へ
残
存
の
旧
蔵
書
と
と
も
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。全
42
帙
2
4
0
冊

（
ノ
ー
ト
2
3
0
冊
、
手
帖
10
冊
）、た
だ
し
、生
前
に一部
が
散
佚
し
て
い
ま
す
。

田
中
一松
（
1
8
9
5-

1
9
8
3
）
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
出
身
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
中
を
含
む
半
世
紀
以
上
、
文
化
財
保
護
行
政
の
中
枢
を
担
い
ま
し
た
。
全
国

の
所
蔵
者
を
訪
ね
膨
大
な
点
数
の
絵
画
作
品
を
実
査
。
今
回
展
示
し
た
「
田
中
一

松
資
料
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
は
、
少
年
期
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
東
京
帝

国
大
学
在
籍
当
時
の
ノ
ー
ト
を
は
じ
め
、
美
術
作
品
に
関
す
る
調
査
記
録
ノ
ー
ト

類
な
ど
44
冊
や
1
2
0
0
0
件
余
の
調
書
類
、
写
真
、
会
議
資
料
な
ど
種
類
豊
富

で
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、
2
0
0
8
年
、ご
遺
族
お
よ
び
出
光
美
術
館
よ
り
東

京
文
化
財
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

土
居
次
義
（
1
9
0
6-

9
1
）
は
、
大
阪
市
出
身
。
京
都
帝
国
大
学
で
澤
村
専

太
郎
よ
り
美
術
史
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
在
野
の
美
術
史
研
究
者

土
田
杏
村
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
わ
かって
い
ま
す
。
澤
村
に
よ
る
「
日
本
美
術
史

は
若
く
未
解
決
の
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
日
本
美
術
研
究
を
志

し
た
土
居
の
最
大
の
課
題
は
、
数
多
く
伝
存
す
る
京
滋
の
襖
絵
調
査
で
し
た
。
文

献
調
査
に
加
え
、
岩
の
皴
法
（
質
感
表
現
）
な
ど
細
部
の
比
較
に
も
と
づ
い
て
画
家

を
判
別
し
、
伝
来
の
筆
者
の
再
検
討
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
京
都
国
立
博
物
館
館

長
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
を
歴
任
し
ま
し
た
。
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
O
B

の
方
々
か
ら
は
、
土
居
先
生
に
襖
絵
の
見
学
に
つ
れ
て
行
って
も
ら
っ
た
と
い
う
声
を

し
ば
し
ば
聞
き
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
「
土
居
次
義
調
査
研
究
資
料
」（
京
都
工
芸

繊
維
大
学
附
属
図
書
館
）
は
、
1
9
2
8
年
の
京
都
帝
国
大
学
入
学
前
後
か
ら
書

き
続
け
ら
れ
た
調
査
研
究
ノ
ー
ト
2
0
0
余
冊
、
5
0
0
0
枚
以
上
の
調
査
写
真
、

蔵
書
の一
部
か
ら
な
る
資
料
で
、
調
査
研
究
ノ
ー
ト
は
、
作
品
調
査
記
録
に
加
え
、

大
学
在
籍
当
時
の
受
講
ノ
ー
ト
や
資
料
を
筆
写
し
製
本
し
た
も
の
も
含
み
ま
す
。

在
野
と
官
学
と
い
う
そ
の
立
ち
位
置
の
違
い
は
調
査
ノ
ー
ト
に
微
妙
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
画
家
志
望
で
も
あ
っ
た
土
居
の
絵
の
美
し
さ
は
ま
た
格
別
で
す
。

今
回
の
展
示
で
注
目
す
べ
き
点
の
ひ
と
つ
が
文
化
財
保
護
と
い
う
視
点
で
す
。

関
東
大
震
災
発
生
時
、相
見
は
48
歳
、田
中
は
27
歳
。両
者
と
も
震
災
後
の
文
化
財

調
査
に
携
わ
り
ま
す
。東
京
近
郊
の
あ
ら
ゆ
る
美
術
品
所
蔵
者
が
被
災
し
た
状
況

で
、
相
見
は
罹
災
美
術
品
図
録
編
纂
事
務
を
嘱
託
さ
れ
、2
年
間
で
2
6
9
ヶ
所
の

名
家
や
寺
社
、官
公
庁
等
を
調
査
し
ま
し
た
。ノ
ー
ト
に
は
確
認
し
た
作
品
名
に「
持

出
し
」「
焼
亡
」
と
いっ
た
語
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。全
貌
は『
罹
災
美
術
品
目
録
』

（
1
9
3
3
年
刊
）に
集
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
凡
例
に
は
震
災
後
の
混
乱
が
続
く
な
か
、

関
係
者
の
記
憶
を
頼
り
に
調
査
を
進
め
た
様
子
が
生
々
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、田
中
は
全
国
の
文
化
財
疎
開
に
、
土
居
は
二
条
城
障
壁
画
な
ど
京
都
市
内

文
化
財
の
疎
開
に
そ
れ
ぞ
れ
奔
走
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
験
が
、三
人
の
記
録

す
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
意
識
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

美
術
作
品
を
扱
う
美
術
研
究
は
当
然
で
す
が
、
す
べ
て
の
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
原

点
に
は
「
見
る
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
入
見
な
く
、
謙
虚
に
対
象
を
観
察
す
る

こ
と
に
よ
って
は
じ
め
て
、
そ
の
外
観
だ
け
で
は
な
く
、
本
質
ま
で
も
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
記
す
」
こ
と
の
重
要
性
も
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
が
当
た
り
前
の
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
研
究
の
原
点
と
も

言
え
る
「
眼
の
記
録
」
に
立
ち
帰
る
こ
と
は
す
べ
て
の
研
究
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
対
象
を
前
に
し
た
と
き
の
研
究
者
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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